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ビジョンの実現に向けて
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ビジョンの実現に向けてⅦ

　ビジョンの実現に向けて、計画期間が平成23年（2011年）から平成27年（2015年）までの5年間の、より具体的な

事業計画と財政計画を定めた「札幌市下水道事業中期経営プラン2015」（仮称）を策定し、実行します。

参考資料  ～用語説明～
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ビジョンの実現

１ 「札幌市下水道事業中期経営プラン2015」（仮称）の策定

　経営プランを着実に実行し、健全に事業を運営するため、指標などを用いて年度毎にプランの実施状況を確認

するとともに、プランの評価を行ないます。

　プランの評価に基づき、平成28年（2016年）から平成32年（2020年）までの5年間の次期経営プランを策定し、ビ

ジョンの実現を目指します。

２ 経営プランの進行管理

プ ラ ン の 評 価

設定した指標を用いて、事業の進行状況や財政の健
全度について確認するとともに、経営における課題
を明らかにします。
・内部評価（進行状況の確認）
・経営における課題出し

❶ 内部評価 ❷ 外部意見の反映
市民の皆さまや学識経験者など、さまざまな視点から
ご意見をいただき、事業の運営に反映させていきます。
・下水道モニターの活用
・札幌市営企業調査審議会
・幅広い意見収集

Plan Do Check
指標の設定

札幌市下水道事業中期経営プラン2015（仮称）

プランの
策定

プランの
実行

プ ラ ン の 評 価

設定した指標を用いて、事業の進行状況や財政の健
全度について確認するとともに、経営における課題
を明らかにします。
・内部評価（進行状況の確認）
・経営における課題出し

❶ 内部評価 ❷ 外部意見の反映
市民の皆さまや学識経験者など、さまざまな視点から
ご意見をいただき、事業の運営に反映させていきます。
・下水道モニターの活用
・札幌市営企業調査審議会
・幅広い意見収集

Check

後期  中期経営プラン

Plan Do
指標の設定

次期
プランの
策定

プランの
実行

Action
指標の見直し改善指標の見直し改善

　汚泥を集中処理するために、各水再生プラザからスラッジセンターへ汚泥を圧力で送るための管のこと （P31「汚泥圧送管
のループ化」参照）

汚泥圧送管 【おでいあっそうかん】 →P5 

　「札幌市下水道マスタープラン」における管理マスタープランを円滑に実践するために、20年程度を想定した下水道の維持
管理について具体化した計画で平成16年に策定したもの

維持管理中長期計画 【いじかんりちゅうちょうきけいかく】 →P9 

　雨水処理に係る経費（施設の維持管理や、企業債の元利償還金）など、一般会計が負担する経費相当分を下水道事業会計に
繰り入れるもの

一般会計繰入金 【いっぱんかいけいくりいれきん】 →P41 

　いずれも合流式下水道からの未処理下水等の放流による汚濁負荷量を削減するために、汚濁負荷の高い初期雨水を一時
的に貯留する施設のこと
　雨水貯留管は、市街地を浸水から守るために、下流の河川や水路の流下能力が不足する場合に雨水の一部を一時的に貯
留し、下流への流下量を減少させる機能を併せ持つこともある

雨水貯留管・雨水滞水池 【うすいちょりゅうかん・うすいたいすいち】 →P14 

　雨水が下水道管の能力を超えて地表に溢れ、市街地が浸水することを防ぐために、雨水を一時的に貯留したり、地中へ浸透
させること （P29「浸透施設、貯留施設のイメージ」参照）

雨水の貯留浸透 【うすいのちょりゅうしんとう】 →P13 

　雨天時に水再生プラザへ送る管の能力を超える水量を河川に放流する施設のこと

雨水吐き室 【うすいばきしつ】 →P33 

　雨の影響があるときに、下水道施設から川へ出て行く水の水質のこと

雨天時放流水質 【うてんじほうりゅうすいしつ】 →P22 

い

う

　光ファイバーネットワーク等を利用し、運転を行う施設を無人化して、他の施設から状態監視、計測を行うこと

遠方監視化 【えんぽうかんしか】 →P18え

　水再生プラザ、浄水場、工場廃水処理施設などから発生する泥状の物質の総称

汚泥 【おでい】 →P2 お

　下水処理水のような河川に放流される人為的な水量を除く、河川本来の水量のこと

河川固有水量 【かせんこゆうすいりょう】 →P34 

　水域（河川・湖沼）には、利用目的に従って環境基準が定められていて、その水域の水質を代表する測定点を環境基準点、環
境基準点を補完するための測定点を補助地点という

環境基準点・補助地点 【かんきょうきじゅんてん・ほじょちてん】 →P14 

か


